
議案第３０号 

 

市川市特別職の職員の給与及び議員報酬等並びに旅費及び費用弁

償に関する条例の一部改正について 

 

市川市特別職の職員の給与及び議員報酬等並びに旅費及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

平成２２年１１月２６日提出 

市川市長  大 久 保  博    

 

 

 

市川市条例第  号 

市川市特別職の職員の給与及び議員報酬等並びに旅費及び費用弁

償に関する条例の一部を改正する条例 

第１条 市川市特別職の職員の給与及び議員報酬等並びに旅費及び費用弁償に

関する条例（昭和３１年条例第２６号）の一部を次のように改正する。 

第３条第１項第５号中「３５,２００円」を「３５,１００円」に改め、同

条第２項中「１００分の２２０」を「１００分の２００」に改める。 

第２条 市川市特別職の職員の給与及び議員報酬等並びに旅費及び費用弁償に

関する条例の一部を次のように改正する。 

第 ３ 条 第 ２ 項 中 「 １ ０ ０ 分 の １ ９ ５ 」 を 「 １ ０ ０ 分 の １ ９ ０ 」 に 、    

「１００分の２００」を「１００分の２０５」に改める。 

附 則 

この条例は、平成２２年１２月１日から施行する。ただし、第２条の規定は、

平成２３年４月１日から施行する。 

 



理  由 

 

国の人事院勧告等を考慮し、非常勤職員に対して日額により報酬を支給す

る場合の限度額について改定を行うとともに、一般職の職員の期末手当及び

勤勉手当の改定を考慮し、市長等の期末手当について改定を行う必要がある。 

これが、この条例案を提出する理由である。 

 


